
テーマ：『血液がんの治療の最前線』

講 師 紹 介 慶應義塾大学医学部 血液内科教授

岡本 真一郎（おかもと しんいちろう）先生

30年前は不治の病と考えられていた造血器腫瘍も、さまざまな治療の進歩によって根
治を期待できる疾患へと変貌しつつある。造血器腫瘍の治療は化学療法、造血幹細胞

移植、分子標的療法、そして支持療法の4つにわけることができる。その中でも分子標
的療法の進歩は、その予後の改善に大きく貢献し、慢性骨髄性白血病では分子標的療

法のみで90％を超える長期生存が期待できるようになった。その他の疾患においても4
つの治療法を組み合わせることによって、その予後は着実に改善している。さらに最

近では、造血器腫瘍の幹細胞を標的とした治療法の開発注目されている。このレク

チャーでは、造血器腫瘍の4つの治療法について説明をし、代表的な造血器腫瘍である
急性白血病、慢性骨髄性白血病、非ホジキンリンパ腫、多発性骨髄腫における最新の

治療法についてわかりやすく概説する。
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セミナー概要

＜予約制＞

【テーマ】 『血液がんの治療の最前線』

【日 時】 2012年2月29日（水）午後6時30分 開演

【講 師】 慶應義塾大学医学部血液内科教授

岡本 真一郎 （おかもと しんいちろう）先生

【会 場】 新宿住友ビル47階（西新宿）

【費 用】 無料ご招待

会場のご案内

～新宿住友ビル スカイルーム47階～

住所：東京都新宿区西新宿2-6-1 新宿住友ビル 47階

交通：ＪＲ「新宿駅」西口より徒歩8分

大江戸線「都庁前駅」A6出口 直上

丸ノ内線「西新宿駅」より徒歩３分


